
●いま話題の足高生にインタビュー●いま話題の足高生にインタビュー

6
令和５年
（2023）
No.842

●財政状況●財政状況
●ごみの不法投棄・焼却は犯罪です！●ごみの不法投棄・焼却は犯罪です！

足寄町役場足寄町役場
ホームページホームページ

LINE公式LINE公式
アカウントアカウント FacebookFacebook InstagramInstagram



22 2023.６
広報あしょろ332023.６

広報あしょろ

高
校
生
が
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

　
足
寄
高
校
野
球
部
の
小
嶋
日
向
太
さん

と
原
田
侑
樹
さん
（
と
も
に
２
年
生
）
が

４
月
か
ら
月
１
回
程
度
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　
き
っ
か
け
は
、
小
嶋
さん
が
渋
谷
圭
校

長
か
ら
ラ
ジ
オ
に
出
て
み
な
い
か
と
相

談
を
受
け
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
、
原

田
さん
に
声
掛
け
を
し
て
前
任
の
３
年
生

か
ら
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
引
き
継
い

だ
。
用
意
さ
れ
た
台
本
を
基
に
ラ
ジ
オ

で
情
報
を
紹
介
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち

で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
も
す
る
。

　
収
録
の
前
に
は
二
人
で
軽
く
会
話
に

つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
も
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
間
を
つ
な

ぐ
こ
と
は
大
変
で
、
途
中
で
会
話
が
詰

ま
っ
た
り
も
す
る
が
生
放
送
で
な
い
分
、

収
録
を
担
当
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
神
本
英
邦
さん
が
編
集
し
て
く
れ

る
。

　
今
後
に
つ
い
て
「
い
ま
は
収
録
を
校

舎
で
行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
町
内
に
は

行
っ
た
こ
と
が
な
い
場
所
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
外
で
の
取
材
を
し
た
り
、

ロ
ケ
に
も
行
っ
て
み
た
い
」「
卒
業
ま

２
回
目
の
ラ
ジ
オ
収
録

　
５
月
22
日
の
収
録
（
25
日
放
送
）
で

は
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ス

カ
イ
」
の
ド
ラ
ム
と
し
て
活
動
し
て
い

る
新
津
聡
人
さん
（
３
年
生
）
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
て
、
バ
ン
ド
と
し
て
活
動
を
始

め
た
き
っ
か
け
や
今
後
の
活
動
等
に
つ

い
て
話
を
聞
き
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
曲
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
オ
ン
ネ

ト
ー
な
ど
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
飲

食
店
な
ど
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
足
寄
高
校
生
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
活
動
す
る
ラ
ジ
オ
「
ア
シ
ョ
ロ

ノ
コ
ト
ら
じ
お
」
は
Ｆ
Ｍ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で

毎
週
木
曜
日
に
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は

町
内
で
飲
食
店「
ら
ら
ば
い
」を
営
む
堀

江
誠
さん「
古
道
具
屋
う
さ
ぎ
」を
営
む
儀

間
芙
沙
子
さん
な
ど
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
シ
ョ
ロ
ノ
コ
ト
ら
じ
お
」
は
Ｌ

ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
の
ホ
ー
ム
ぺ

―
ジ
（https://listenradio.jp

）

ま
た
は
Ｌ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
の

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
聴
き

い
た
だ
け
ま
す
。

　
収
録
後
の
感
想
は
二
人
と
も
「
と
て

も
緊
張
し
た
」
と
の
一
言
。
互
い
に
つ

い
て
原
田
さん
は
小
嶋
さん
を
「
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
収
録
を
助
け
て
く
れ
る
の
で

あ
り
が
た
い
」
小
嶋
さ
ん
は
「
頼
り
に

な
る
相
棒
で
す
」
と
話
し
、
お
互
い
を

信
頼
し
、
助
け
合
い
な
が
ら
収
録
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
ラ
ジ
オ
の
収
録
を
担
当
し
て
い
る
神

本
さん
は
「
高
校
生
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
担
当
は
今
年
で
２
代
目
と
な

る
が
、
収
録
し
て
い
て
面
白
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
足
寄
高
校
生
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

を
担
当
す
る
次
回
の
放
送
は
７
月
上
旬

を
予
定
で
す
。

全
国
大
会
に
も
出
場
す
る

強
豪
弓
道
部

　
藁
谷
美
羽
さん
が
部
長
の
足
寄
高
校
弓

道
部
は
去
年
10
月
に
行
わ
れ
た
第
44
回

北
海
道
高
校
弓
道
選
抜
大
会
北
北
海
道

大
会
の
女
子
団
体
部
門
で
優
勝
し
、
12

月
に
開
催
さ
れ
た
第
41
回
全
国
高
等
学

校
弓
道
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
藁
谷
さん
は
「
全
国
大
会
（
新
人
戦
）

に
出
場
が
決
ま
っ
た
と
き
は
特
に
実
感

も
な
く
、
全
国
大
会
で
は
全
道
と
は
違

っ
た
レ
ベ
ル
の
高
い
緊
張
感
を
感
じ
て

思
う
よ
う
に
射
が
で
き
ず
自
分
た
ち
の

ベ
ス
ト
を
出
し
切
れ
な
か
っ
た
が
、
こ

れ
か
ら
に
つ
な
が
る
い
い
経
験
に
な
っ

た
」
と
出
場
し
た
感
想
を
話
し
ま
し
た
。 　

大
学
に
進
学
し
て
も
弓
道
は
続
け
て
い
き
た

い
。
弓
道
は
自
分
の
技
術
が
ど
れ
位
に
な
る
の

か
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
学
卒
業

ま
で
に
５
段
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

そ
こ
を
目
指
し
て
続
け
て
い
き
た
い
。

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
世
界
大
会
で
優
勝

こ
れ
か
ら
も
弓
道
は
続
け
た
い

　
２
月
に
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
た

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
世
界
大
会
「
Ｖ
Ｉ
Ｂ
Ｅ　
Ｄ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｅ
ｔ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ジ
ュ

ニ
ア
部
門
」
に
大
西
梨
琴
さん
（
３
年
生
）
が
新

潟
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
チ
ビ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
優
勝
し
ま
し
た
。

　
大
西
さん
は
「
大
会
は
観
客
か
ら
の
声
援
で
緊

張
し
た
が
集
中
し
て
踊
っ
た
。
憧
れ
の
世
界
大

会
で
優
勝
し
た
実
感
は
そ
の
と
き
は
あ
っ
た
が
、

今
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
周
り
か
ら
は
優
勝
し
た

人
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
、
前
よ
り
も
ダ
ン
ス

に
磨
き
を
か
け
な
け
れ
ば
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

少
し
あ
る
。
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
る
と
き
は
、

と
に
か
く
楽
し
む
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
出
場

し
た
感
想
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　
ダ
ン
ス
の
き
っ
か
け
は
４
歳
の
頃
に
、
テ
レ

ビ
番
組
の
ダ
ン
ス
を
見
て
楽
し
そ
う
だ
と
思
っ

て
始
め
た
。
足
寄
ま
で
週
に
１
回
レ
ッ
ス
ン
に

来
て
く
れ
る
先
生
が
い
て
、
そ
の
先
生
の
下
で

練
習
を
し
て
、
今
で
も
週
に
１
回
は
練
習
に
通

っ
て
い
る
。

　
「
チ
ビ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
」
に
参
加
す
る
き
っ
か

け
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
大
き
な
ダ
ン
ス
大
会

の
映
像
を
見
た
と
き
に
日
本
の
チ
ー
ム
も
出
場

し
て
い
る
と
知
り
、
自
分
も
入
り
た
い
な
と
思

っ
た
。
友
人
が
そ
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
た
の

の
で
声
を
掛
け
て
も
ら
い
世
界
大
会
を
目
指
す

よ
う
に
な
っ
た
。
チ
ー
ム
の
拠
点
が
帯
広
に
も

あ
り
、
帯
広
の
レ
ッ
ス
ン
に
参
加
し
た
。

　
チ
ー
ム
の
出
場
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
る
た
め
の
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
去
年
の
11
月
に
選
抜
に
選
ば

れ
た
と
き
に
は
「
こ
こ
か
ら
だ
。
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
て
た
」
と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
２
月
の
大
会
に
向
け

て
練
習
に
励
ん
だ
。
12
月
の
後
半
か
ら
新
潟
で
合
宿
を

行
い
、
朝
の
８
時
か
ら
深
夜
ま
で
練
習
を
し
た
。
練
習

が
厳
し
く
て
毎
晩
辞
め
た
い
と
思
っ
た
が
、
選
ば
れ
た

み
ん
な
も
同
じ
状
況
で
優
勝
と
い
う
目
標
を
目
指
し
て

お
互
い
を
高
め
合
う
こ
と
で
乗
り
越
え
ら
れ
た
。

大
会
に
出
場
す
る
た
め
に

ダ
ン
サ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
に

　
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
の
出
演
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
る
予
定
で
、
い
ま
は
そ
の
た
め
に
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　
高
校
卒
業
後
は
、
ダ
ン
ス
の
裏
方
と
し
て
ダ
ン
サ
ー

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
に
な
り
た
い
。

　
全
国
大
会
に
出
場
し
て
、
新
聞
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
地
元
の
人
か
ら
「
す
ご
い
ね
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
弓
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
中
学
生
の
頃
に

弓
道
の
ア
ニ
メ
を
見
て
「
弓
道
を
や
り
た
い
」

と
思
い
、
弓
道
部
の
あ
る
足
寄
高
校
に
進
学
を

決
め
た
。

　
最
初
は
弓
を
引
き
慣
れ
る
ま
で
大
変
だ
っ
た

が
、
い
ま
は
自
分
の
射
を
客
観
視
し
て
、
ど
の

よ
う
に
技
術
を
使
う
か
を
考
え
練
習
し
て
い
る
。

で
ラ
ジ
オ
の
放
送
は
続
け
て
い
き
た
い
」

「
町
長
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
い
」

と
二
人
は
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

足
校
生
の
活
躍
を
ご
存
じ

で
す
か
。
今
月
は
そ
の
活

躍
を
ご
紹
介
し
ま
す

いま話題の足高生にインタビュー

上部写真右から原田侑樹さん、小嶋日向太さん、藁谷美羽さん、大西梨琴さん

全
道
大
会
出
場
決
定
！

　
５
月
26
日
、
27
日
に
行
わ
れ
た
北
海
道
高
校

弓
道
選
手
権
大
会
十
勝
支
部
大
会
で
女
子
団
体

戦
（
優
勝
）、
女
子
個
人
戦
で
小
林
彩
月
さん
（
優

勝
）
と
藁
谷
美
羽
さん
（
５
位
）、
男
子
個
人
戦

で
谷
徹
也
さん
（
４
位
）
が
６
月
14
日
か
ら
16
日

に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
全
道
大
会
へ
の
出
場

が
決
定
し
ま
し
た
。
藁
谷
さん
は
「
去
年
全
国
大

会
を
経
験
し
て
実
力
も
つ
い
て
き
た
の
で
、
い

つ
も
通
り
の
射
を
し
て
、
団
体
戦
で
全
国
大
会

に
出
場
で
き
る
２
校
に
入
り
た
い
」
と
全
道
大

会
に
向
け
た
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。



ごみの不法投棄・焼却は犯罪です！

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）第16条では「何人も、
みだりに廃棄物を捨ててはならない」と定められています。廃棄物は決められ
たごみステーションや処分場以外で処理することができません。また、自分の
敷地内に埋めることも違反になります。

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）第16条の２では「何人
も、次に掲げる方法による場合を除き、廃棄物を焼却してはならない」と定め
られ、廃棄物の焼却は処理基準に適合する焼却炉や一部の例外を除き、禁止さ
れています。
〇例外として認められる焼却の例

・風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
　→どんど焼き等の地域の行事における不要となった門松、しめ縄等の焼却
・農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
→農業者が行う稲わら等の焼却、林業者が行う伐採した枝条等の焼却、漁業者が行う
漁網に付着した海産物の焼却であって、生活環境の保全上著しい支障を生ずる廃ビニ
ールは含まれない。

・たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの
　→たき火、キャンプファイアなどを行う際の木くず等の焼却

　不法投棄・不法焼却を行った者
　（未遂を含む）には…

５年以下の懲役または

１０００万円以下の罰金
またはその両方

　法人、団体が行った場合は

さらに

　３億円以下の罰金

足寄町と本別警察署は、ごみの不法投棄の防止について連携して取り組んでいます
不法投棄を発見したときは？

　詳　細　役場住民課住民生活担当　☎２８－３８５８

警察（１１０番もしくは最寄りの交番）
または役場住民課住民生活担当に目
撃場所、実行者、車両番号等を通報
してください。

役場住民課住民生活担当までご連絡
ください。投棄物の調査をして、警
察に通報します。

不法投棄しているところを目撃した！ 不法投棄されたごみを発見した！

ごみの焼却

ごみの不法投棄
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ままちちかかどどままちちかかどどまちかど
写真をご希望の方は広報広聴担当まで

ままちちかかどどままちちかかどどまちかど
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町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

４年振りの消防連合演習

足寄町産シードル完成！
　醸造施設「BLANK　HARD　CIDER　
WORKS」（沼田正俊代表）のオープンイベ
ントが行われました。
　沼田さんは「これからも自分で飲みたいもの
を造り、どこででも手に入らないものにして
いきたい」と話し、来場した方々はおいしい
お酒と料理に終始笑顔で、にぎやかな盛り上
がりを見せていました。

4/214/21

交通安全お願いします！

　第94回メーデー足寄地区集会（足寄地区連
合会開催）が行われ、町内の労働組合やその
家族など１２０人が参加しました。
　参加者は「労働者・生活者第一の自由で平
等な社会」を訴えながら市街地を行進しまし
た。その後の町民センターで行われた集会で、
公助と共助の社会、核兵器の廃絶と恒久平和
を実現することを誓いました。

5/125/12
　町認定こども園どんぐり（富澤亜希子園長）
で本別警察署（堀江清尚署長）が、らいおん
組とぱんだ組に交通安全教室および旗の波街
頭啓発活動を行いました。
　教室では園児たちに道路の渡り方等につい
て教えるとともに、国道２４２号線沿いの歩
道でスピードダウンと書いた旗を掲げて安全
運転の啓発を行いました。

団結・連帯のために

町内の各小学校で交通安全教室が行われました。

5/15/1 5/105/10

4/214/21 4/264/26

　足寄消防団（髙木廣志団長）の連合演習が
役場駐車場で行われ、団員91人、陸上自衛隊
足寄分屯地（染谷真次郎司令）隊員５人が参
加しました。雨天のため消防操法のみとなり
ましたが、訓練の成果を披露しました。
　髙木団長は「これからも、訓練を重ねてい
ただき、町民の皆さんの期待に応えるべく活
動願います」と訓示を述べました。

4/174/17

横断歩道を正しく渡ろう

4/284/28

5/135/13

大誉地小学校大誉地小学校 芽登小学校芽登小学校

螺湾小学校螺湾小学校 足寄小学校足寄小学校

町をきれいに

　町図書館（原田慎一館長）が春の読書週間
に合わせて町民センターで、絵本作家のとよ
たかずひこさんの講演会「ももんちゃんとあそ
ぼう in あしょろ」を開催し30組の親子が参
加しました。
　イベントでは、とよたさんが「はい、タッチ」
や「にょろにょろり」など全９冊の紙芝居・
絵本の読み聞かせを行いました。

ほんわかしたひとときを

　足寄ライオン会（西村啓一会長）と足寄高
校ボランティア部が合同で、町内の清掃活動
を行いました。
　この活動は地域奉仕活動の一環として毎年
行われ、この日参加した12人は、役場から東
通り沿いのエリア（北区）の吸い殻、ペット
ボトルなどのたくさんのごみを拾いました。

5/135/13
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Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

健康づくり講座　「 乳がん、乳がん検
診の話」を開催します

町国保病院からのお知らせ 児童手当・特例給付の受給資格が
消滅している方へ

令和５年度脳ドック助成のご案内

　町では脳の血管や血液の状態を検査することで、脳梗塞や脳動脈瘤等の脳血管疾患や、その危険
因子を発見し、それらの発症や進行の防止をすることを目的に脳ドック助成を実施しています。
■対象者　令和５年度に40歳以上の町民の方（昭和59年３月31日以前に生まれた方）
　※令和３年度・令和４年度に助成を受けた方は助成対象外となります。
■受診医療機関　帯広厚生病院・北斗病院
■受診期間　令和５年７月～令和６年２月（受診日時は病院により異なります）
■助成対象人数　先着65名（帯広厚生病院20名、北斗病院45名）
■料金　自己負担は町助成額１０,０００円を除いた金額になります。
　※申し込み後、日時や金額等記載した案内を送ります。
■実施内容　MRI・MRA・血液検査・尿検査等
・強力な磁気を利用した検査です。心臓ペースメーカーを使用している方は検査できません。
・�体内に金属類が埋め込まれている方、閉所恐怖症の方、脳疾患で治療したことがある、または治
療中の方等は検査できない場合があります。
・40歳以上の国民健康保険加入者は特定健康診査、後期高齢者医療保険加入者は後期高齢者健診も
　同日に受診可能です。
・受診結果は病院より町にも通知されますのでご了承ください。個人情報につきましては健康づく
　り目的以外には使用しません。
■申込期間　５月15日㈪午前９時～12月22日㈮午後５時まで（先着人数に達し次第締め切ります）
詳細・申込先　役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

　令和４年度の所得が上限限度額以上のため資
格消滅となり、児童手当・特例給付が支給され
ていない方で令和５年度の所得が上限限度額を
下回った場合は手続きが必要です。ご自身で所
得等をご確認の上、該当する場合は認定請求書
の提出をお願いします。
詳　細　役場福祉課福祉担当
　　　　☎２５－２２１６

詳　細　国民健康保険病院総務担当
　　　　☎２５－２１５５

　乳がん、乳がん検診に関する正しい情報やセ
ルフチェックの方法を乳がん看護に関する専門
の看護師が分かりやすく教えてくれます。
日時　７月11日㈫　午後１時30分～２時45分
場所　役場１階会議室１
講師　めぐみ乳腺クリニック
　　　　乳がん看護認定看護師　河合　美紀氏
申し込み　不要　
詳　細　役場福祉課保健推進担当
　　　　☎２５－２５７１

　５月８日から、新型コロナウイルスの感染症
法上の位置付けが変更されましたが、国保病院
に通院・入院されている患者様は基礎疾患をお
持ちの高齢な方が多く、感染した場合、重篤化
するリスクが非常に高いことから、次の事項に
ご協力をお願いします。
・院内ではマスクの着用をお願いします。
・発熱や風邪症状のある方は、受診する前に国
保病院までお電話ください。
・入院患者様の面会は、ご家族の方であっても
原則お断りさせていただいております。
　入院患者様の容態急変等で主治医が許可した
場合、事前にご家族で提出していただいた面会
者リストにより、健康チェックを行った上で短
時間の面会をお願いしています。なお、入院患
者様の着替え等の受け渡しは職員が行いますの
で、１階受け付けにお声掛けください。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

マイナポイント申請のサポートを行っています！

　マイナポイントの手続き窓口を開設し、操作が不安な方や対応機器をお持ちではない方をサポー
トしています。ぜひ、この機会をご利用ください。
※マイナポイントの申請期限は９月末まで延長となりましたが、一部のキャッシュレス決済におい
て９月末以前に期限を設定している場合があります。

※マイナンバーカードの新規取得等で最大５０００円分のマイナポイントを受け取るためには、マ
イナポイントの申し込み後、選択したキャッシュレス決済サービスで２万円のチャージまたは買い
物をする必要があります。
実施場所　役場総務課（庁舎２階）
対 象 者　マイナンバーカードを令和５年２月末までに申請した方で、マイナポイントを申請して
いない方。※３月以降にカードの申請した方はポイントの対象にはなりません。

開設時間　平日の午前９時～午後３時（正午から午後１時を除く）
手続きに必要なもの　※書類等がそろっていない場合は手続きができません
①マイナンバーカード
②マイナンバーカード発行時に設定した暗証番号（数字４桁）
③対象となるキャッシュレス決済サービスのＩＣカード
④登録する預貯金口座の情報（通帳またはキャッシュカードなど）
　※ご自身名義の預貯金口座の金融機関の名称、支店名、口座番号の情報が必要です。
詳　細　役場総務課情報管理担当　☎２８－３８５０

マイナポイント対応の
キャッシュレス決済

交通安全指導員を募集します

　町では、通学児童・生徒および町内各種事業
において交通安全指導、啓発、普及を行う交通
安全指導員を募集しています。
１．募集について
　①募集人数：若干名
　②�応募資格：本町にお住まいの方で、普通免
許を持つ20歳以上の方

　③活動報酬：日額３,０００円
　④応募期限：随時募集
２．活動内容
　・街頭での交通安全指導　年25回程度
　　午前７時30分～８時30分
　・各小学校での交通安全教室など
　�※活動日数等は、相談いただければ柔軟な対
応が可能です。

町内在住の７０歳以上の皆さんへ

　町営温泉浴場「銀河の湯あしょろ」は、町内
在住の70歳以上の方であれば、一般利用料金の
半額２００円で入浴することが可能です。
　割引を受ける場合は本人確認書類が必要とな
りますので、入浴時にご持参願います。
・運転免許書
・マイナンバーカード
・住民票
・健康保険証　　　　　　等
※すでに浴場利用証を発行している方は不要です。

詳　細　銀河の湯あしょろ
　　　　☎２８－３１７５
　　　　役場住民課住民生活担当
　　　　☎２８－３８５８

詳　細　役場住民課住民生活担当
　　　　☎２８－３８５８
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町 の 財 政 状 況（令和５年３月31日現在）
令和４年度予算の執行状況をお知らせします。

一般会計

特別会計の収支状況企業会計の収支状況

　会計年度は４月１日から３月31日までですが、出納整理期間が５月31日まであり、この間にもお金の出し入れ
があるため、この数値は決算額とは異なります。

上水道事業
予算額 収入済額 支出済額

収益的収入
及 び 支 出 1億7,629万2千円 1億7,415万4千円 1億3,818万円

資本的収入
及 び 支 出 6,715万2千円 437万5千円 6,590万1千円

病 院 事 業
予算額 収入済額 支出済額

収益的収入
及 び 支 出 11億7,790万2千円 9億9,218万4千円 10億5,799万3千円

資本的収入
及 び 支 出 1億2,546万5千円 8,686万7千円 １億1,542万4千円

会 計 名 予 算 額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 8億8,662万2千円 7億7,032万円 8億1,382万8千円

簡 易 水 道 4,071万6千円 910万6千円 3,524万3千円

公 共 下 水 道 事 業 4億6,778万5千円 1億7,083万1千円 3億9,949万4千円

介 護 保 険 8億8,738万3千円 7億5,723万3千円 7億4,763万8千円

介 護 ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 事 業 3億2,730万5千円 1億3,986万8千円 2億9,226万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 1億4,085万8千円 1億3,284万9千円 1億3,916万3千円

資 源 ご み 処 理 等 7,668万1千円 3,831万2千円 6,920万7千円

詳　細　役場総務課財政担当　☎２８－３８５２

その他 その他

商工費 3億7,251万5千円

3億6,549万1千円(98%)

3億8,253万7千円(94%)

4億526万円

8億6,868万6千円

歳出 予算現額　　　
支出済額　　　

101億3,868万3千円
85億5,656万8千円(84%)

101億3,868万3千円
80億2,785万9千円(79%)

歳入 予算現額　　　
収入済額　　　

(　)内は執行率(　)内は収入率

16億2,086万6千円
公債費

16億2,082万9千円(99%)

13億429万4千円
衛生費

11億4,856万1千円(88%)

5億7,898万2千円
道支出金

4億5,631万2千円(79％)

1億9,468万円(100％)

9億2,360万6千円農　林
水産業費 8億279万6千円(87%)

14億4,659万1千円
民生費

10億4,087万9千円(72%)

総務費

地　方
交付税

1億7,496万2千円 地方消費
税交付金1億7,496万2千円(100%)

1億6,542万4千円

1億6,475万1千円(99%)

2億3,188万5千円(14%)

16億7,119万4千円

1億5,169万7千円

1億5,041万1千円(99%)

1億9,468万円 地　方
譲与税

5億114万1千円
諸収入

2億6,660万7千円(53％)

8億6,633万円
教育費

7億2,055万6千円(83%)

10億5,031万2千円

9億115万1千円 国　庫
支出金6億56万6千円(67％)

9億7,900万4千円
町　税

9億6,723万7千円(99%)

12億8,022万3千円
職員費

12億4,954万4千円(98%)

48億2,044万8千円

48億2,044万8千円(100%)

7億2,165万3千円(69%)

5億372万2千円(58%)

土木費

財産収入

使用料及
び手数料

福
祉
医
療
（
重
度
・
ひ
と
り
親
・
乳
幼
児
及
び
児
童
）

受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
（
重
度
・
ひ
と

り
親
・
乳
幼
児
及
び
児
童
）
受
給
者
証
は
、

７
月
31
日
を
も
っ
て
有
効
期
間
が
満
了
と
な

り
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
る
新
し
い
受
給

者
証
は
７
月
下
旬
に
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
、
氏
名
等
の
記
載
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
８
月
１
日

以
降
に
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

・
道
外
で
受
診
し
た
場
合
や
受
給
者
証
を
提

示
せ
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
は
、

申
請
す
る
こ
と
で
後
日
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
領
収
書
、
払

い
戻
し
を
受
け
る
預
金
通
帳
、
本
人
確
認

書
類
※
を
お
持
ち
の
上
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
重
度
お
よ
び
ひ
と
り
親
の
受
給
資
格
に
は

所
得
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。
受
給
者
証

更
新
の
際
に
所
得
超
過
等
に
よ
り
、
受
給

資
格
非
該
当
と
な
っ
た
方
に
は
そ
の
旨
を

通
知
し
ま
す
。

健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き

は
届
け
出
が
必
要
で
す
！

　
福
祉
医
療
受
給
者
証
を
お
使
い
の
方

で
、
本
人
ま
た
は
家
族
の
勤
務
先
が
変

更
と
な
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
使
用
さ

れ
て
い
る
健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
受
給
資
格
変
更
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

受
給
者
証
・
新
し
く
交
付
さ
れ
た

健
康
保
険
証
・
届
け
出
に
来
庁
す
る
方

の
本
人
確
認
書
類
※
を
お
持
ち
の
上
、

役
場
住
民
課
保
険
担
当
に
て
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳　
細　
役
場
住
民
課
保
険
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
７

※
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

そ
れ
以
外
は
２
点
必
要
に
な
り
ま
す
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

　
　
　
　
　
　
　
特
別
給
付
金

詳　
細
・
申
請
先

　
役
場
福
祉
課
福
祉
担
当

�

☎
25

－

２
２
１
６

　
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
影
響
を
受

け
た
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援
を

行
う
た
め
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

【
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
】

　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
（
申
請
不
要
、
５
月
30
日
に
北
海
道
か

ら
支
給
済
み
）

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
（
児
童
扶
養

手
当
に
係
る
支
給
制
限
限
度
額
を
下
回
る

方
に
限
る
）

③
食
費
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
家

計
が
急
変
し
て
い
る
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
と
同
水
準
の
収
入
の
方

【
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
世
帯（
そ
の
他
世
帯
）】

　
次
の
①
～
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
令
和
４
年
度
分
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
（
申

請
不
要
、
５
月
31
日
に
町
よ
り
支
給
済
み
）

②
対
象
児
童
【
令
和
５
年
３
月
末
時
点
で
、

18
歳
未
満
の
児
童
（
障
害
児
に
つ
い
て
は

20
歳
未
満
）】
の
扶
養
者
で
あ
っ
て
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
令
和
５
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
で
あ
る
方

・
食
費
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
令

和
５
年
１
月
１
日
以
降
の
収
入
が
減
少
し
、

住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
方

※
令
和
５
年
４
月
以
降
令
和
６
年
２
月
末
ま

で
に
生
ま
れ
る
新
生
児
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
給
付
額

児
童
１
人
当
た
り
５
万
円
（
１
回
限
り
）

●
申
請
期
間

６
月
１
日
㈭
～
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で

【
提
出
書
類
】

・
申
請
書
（
申
請
窓
口
で
記
載
し
て
い
た
だ

き
ま
す
）

・
申
請
者
、
請
求
者
の
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
受
け
取
り
を
希
望
す
る
口
座
の
通
帳
や
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

・
収
入
を
確
認
で
き
る
書
類
（
給
与
明
細
、

年
金
振
込
通
知
な
ど
）

※
申
請
の
種
類
に
よ
り
記
載
し
て
い
る
以
外

に
も
、
必
要
書
類
等
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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　※給与所得者等とは、以下のいずれかに該当する方で、該当者がいない場合は１とします。
　　・給与等の収入金額が55万円を超える方
　　・公的年金の収入金額が60万円（65歳未満）、１２５万円（65歳以上）を超える方

後期高齢者医療制度のお知らせ
～　令和５年度保険料について　～

詳　細　北海道後期高齢者医療広域連合　　　役場住民課保険担当
　　　　☎０１１－２９０－５６０１　　　　☎２８－３８５７

【保険料の計算方法】

対象者の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定の所得額） 均等割の軽減割合

43万円 +10万円× ( 給与所得者等の数 -1) ７割軽減

43万円＋（29万円×世帯の被保険者数）
            　　 　　+10万円× ( 給与所得者等の数 -1) ５割軽減

43万円＋（53.5万円×世帯の被保険者数）
              　　   　+10万円× ( 給与所得者等の数 -1) ２割軽減

■　保険料の軽減について

　後期高齢者医療制度は、下記のとおり一人ひとりに保険料が算定されます。令和５年度保険
料につきましては、７月に個別にお知らせします。

①均等割の軽減（年額）
・軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
・被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
・昭和32年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに15万円を引いた
額で判定します。

②被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　後期高齢者医療制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方は、負担軽減のための特別
措置として、所得割がかからず、制度加入から２年を経過していない期間のみ均等割が５割軽減と
なります（５１,８９２円　→　２５,９４６円）。
※�被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市
町村の国民健康保険等は含まれません。

■　保険料のお支払い方法について
　保険料の納め方は、原則「年金天引き」です。ただし、次の①～③のいずれかに該当する方は「年
金天引き」の対象となりませんので「納付書」または「口座振替」にて保険料を納めてください。
①介護保険料が「年金天引き」されていない方（年金額が年額18万円未満の方）
②介護保険料と後期高齢者医療の保険料の合計が、介護保険料を「年金天引き」されている年金の
受給額の半分を超える方
③新たに後期高齢者医療制度に加入し６カ月を経過していない方

均等割
【１人当たり保険料】

５１，８９２円

所得割
【本人の所得に応じた保険料】

（令和４年中の所得－最大43万円）
×１０．９８％

１年間の保険料
【限度額66万円】

（１００円未満切捨）

・１年間の保険料の上限額は、66万円になります。
・年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割りで計算します。
※「所得」とは、前年分の「収入」から必要経費（公的年金控除や給与所得控除など）を引いたものです。
※前年の所得金額により、43万円の控除額が異なる場合があります。

８月から国民健康保険被保険者証
（兼高齢受給者証）が切り替わります！

　国民健康保険に加入している方に現在交付している「国民健康保険被保険者証」（以下「保
険証」）と70歳から74歳までの方に交付している「国民健康保険高齢受給者証」（以下「高
齢受給者証」）は７月31日が有効期限となっており、１年ごとに更新しています。
　新しい「保険証」「高齢受給者証」は、７月末までに各家庭に郵送しますので記載内容
をご確認ください。なお有効期限切れの古い保険証は、ご自身で破棄してください。

高齢受給者証の窓口負担割合

区　分 窓口負担割合

住民税の課税標準額が１４５万円未満の方 ２割

住民税の課税標準額が１４５万円以上の方（現役並み所得者） ３割

※�現役並み所得者と判定された場合に、総収入額が基準収入額に当てはまる方については、申請により窓
口負担割合が２割になります。

詳　細　役場住民課保険担当　☎２８－３８５７

保険証に記載されている住所・氏名
などをご確認ください。

保険証と高齢受給者証が一体化して
１枚のカードになっています。
70歳以上の方もこの１枚で大丈夫！

◆接骨院・整骨院・鍼灸院などで保険証が使えるときは？
〇骨折・脱臼・打撲・捻挫等の外傷性が明らかな負傷の場合。
〇神経痛・リウマチ・腰痛症等の慢性的痛みを主症とする疾患の場合。
〇筋まひや関節拘縮等の医療上マッサージを必要とする症例の場合。
※骨折・脱臼の緊急時を除いて接骨院・整骨院・鍼灸院などで施術を受ける場合は、あらかじ
め医師の同意が必要です。
◆負傷原因の調査にご協力ください

　長期間、あるいは多部位について施術を受けている方には、役場から文書で負傷
原因を確認させていただくことがあります。
　また、施術によって症状が改善しない場合は、病気等の内科的要因も考えられま
すので、医療機関の受診についてもご検討ください。
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　　令和５年度介護保険料のお知らせ　　
▶令和５年度介護保険料の算定について

＜令和５年度の足寄町の介護保険料＞

▶介護保険料の納め方について

▶相談や悩みにお応えします

▶所得の低い方は自己負担が軽減される場合があります

　介護保険に関すること以外でも、
高齢者の皆さんにお困りのことが
ある場合は気軽にご相談ください。
相談先
役場福祉課地域包括支援センター
☎２５－９２００

　利用している介護サービス内容について苦情・相談がある場
合は、サービス事業者や介護保険施設に直接問い合わせをする
ことができるほか、ケアプラン（介護予防ケアプラン）を作成
したケアマネジャーにも問い合わせをすることができます。
　これらの相談でも依然として改善が見られない場合には、役
場福祉課介護保険担当にご相談ください。

　所得の低い方の介護サービス利用が困難にならないよう、自己負担が軽減される制度（介護保険負
担限度額認定、社会福祉法人等による利用者負担軽減ほか）があります。これらの軽減制度は対象と
なる要件がありますので、役場福祉課介護保険担当にご相談ください。

　納め方は受給している年金の額によって異なり、納付書により納める方は期限（原則毎月25日）ま
でに納付してください。
・年金が年額18万円未満の場合
　≪普通徴収≫納付書や口座振替により納めます。
・年金が年額18万円以上の場合
　≪特別徴収≫年金からの天引きとなります。ただし、年度途中で65歳になる方は、天引きが始まる

まで普通徴収となります。

　65歳以上の人（第１号被保険者）の介護保険料は、町民税の課税状況などに応じて９段階に分けら
れます。

詳　細　役場福祉課介護保険担当　☎２８－３８５４

所得段階 対　　象　　者 計算方法 保険料年額

第１段階
町
民
税
非
課
税
世
帯

●生活保護受給者の方　
●老齢福祉年金受給者の方
●合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の方

基準額× 0.3 20,700 円

第２段階 ●合計所得金額と課税年金収入額の合計が 120 万円以下の方 基準額× 0.5 34,500 円

第３段階 ●合計所得金額と課税年金収入額の合計が 120 万円超の方 基準額× 0.7 48,300 円

第４段階

町
民
税
課
税
世
帯

本
人
非
課
税

●合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の方 基準額× 0.83 57,300 円

第５段階 ●合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円超の方 基準額 69,000 円

第６段階

本
人
課
税

●合計所得金額が 120 万円未満の方 基準額× 1.2 82,800 円

第７段階 ●合計所得金額が 210 万円未満の方 基準額× 1.3 89,700 円

第８段階 ●合計所得金額が 320 万円未満の方 基準額× 1.5 103,500 円

第９段階 ●合計所得金額が 320 万円以上の方 基準額× 1.7 117,300 円

詳　
細

　
役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
25

－

９
２
０
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
各
市
町
村
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
必
要
な
支
援
を
包
括
的
に
行
う
地
域
の

中
核
機
関
で
す
。
本
町
で
は
役
場
福
祉
課
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
高
齢

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
と
、

令
和
４
年
度
実
績
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

高
齢
者
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す

　
高
齢
者
等
に
関
す
る
介
護
相
談
、
生
活
上

の
悩
み
や
心
配
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
２
０
６
件
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
、
前
年
よ
り
40
件
増
加
し
ま
し
た
。
相

談
内
容
は
「
要
介
護
認
定
に
関
す
る
も
の
」

や
「
介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

（
図
１
）。

　
相
談
に
至
っ
た
原
因
疾
患
は
「
認
知
症
」

が
一
番
多
く
、
次
に
「
腰
痛
や
膝
痛
な
ど
の

関
節
疾
患
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

要
支
援
等
の
方
の
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
立
て

て
い
ま
す

　
介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢

者
が
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
要
支

介
護
予
防
や
認
知
症
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

参加人数（延） 回数
健康講話（老人クラブ等） 231人 25回
運動自主グループ支援 167人 17回
認知症サポーター養成講座  66人  3回
チームオレンジメンバー会議  50人 12回
認知症カフェ（ひだまりカフェ） 154人 11回

　
老
人
ク
ラ
ブ
や
各

団
体
に
出
向
き
、
フ

レ
イ
ル
予
防
等
の
講

話
や
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
か
ら
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
「
チ
ー

ム
オ
レ
ン
ジ
あ
し
ょ

ろ
」
の
メ
ン
バ
ー
と

認
知
症
カ
フ
ェ
「
ひ

だ
ま
り
カ
フ
ェ
」
を

毎
月
１
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
権
利
を
守
り
ま
す

　
民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
関
係

者
、
他
の
機
関
の
方
々
と
連
携
を
と
り
、
高

齢
者
虐
待
や
消
費
者
被
害
の
早
期
発
見
お
よ

び
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
成
年
後
見
制
度

の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
へ
の
支
援
や
地
域
包
括
ケ
ア
構
築

を
行
っ
て
い
ま
す

　
町
内
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
関
係
機
関

が
連
携
を
取
り
や
す
い
よ
う
環
境
調
整
を
行

う
と
と
も
に
、
各
種
研
修
会
や
地
域
ケ
ア
会

議
を
開
催
す
る
な
ど
専
門
職
へ
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
師
・

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
理
学
療
法
士
な
ど

の
専
門
職
が
お
り
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
総

合
的
に
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

援
１
・
２
の
方
な
ど
の
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を

立
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
し
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
度
実
績
は
月
平
均
95
人

で
、
前
年
よ
り
５
人
増
加
し
て
い
ま
す
。認知症サポーター養成講座

（足寄中学校）

　
足
寄
中
学
校
１
年
生
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
は
、
養
成
講
座
を
通
し
て
認
知

症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
、
地
域
で
認
知
症

の
方
を
見
守
る
方
法
等
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

図１相談内容の内訳図２相談原因となる疾患の内訳
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〇
食
事
時
間
は
規
則
正
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
と
る

　
血
糖
値
の
変
動
を
防
ぐ
た
め
、
１
日
３
回

規
則
正
し
く
食
べ
、
主
食
＋
主
菜
＋
副
菜
を

そ
ろ
え
て
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

６
月
は
食
育
月
間
・
毎
月
19
日
は

食
育
の
日
で
す
。

糖
尿
病
予
防
「
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
」

　
糖
尿
病
は
、
主
に
食
べ
過
ぎ
、
肥
満
、
運

動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
た
生
活
習
慣
が

大
き
な
要
因
で
す
。
い
ま
は
異
常
が
な
く
て

も
、
望
ま
し
く
な
い
食
生
活
を
長
年
続
け
て

い
る
と
、
体
へ
の
負
担
が
積
み
重
な
っ
て
い

き
ま
す
。
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食
育
月
間
の
取
り
組
み

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
図
書
館

ル
イ
カ
に
て
パ
ネ
ル
展
示
と
食
育
に
関
す
る

図
書
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
等
、
食
と
健
康
に
関

す
る
展
示
や
資
料
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
６
月
12
日
～
６
月
16
日
は
図
書
館
休
館

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

□
食
べ
過
ぎ
て
い
る

□
甘
い
も
の
が
好
き

□
甘
い
飲
み
物
を
よ
く
飲
む

□
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む

□
朝
食
は
食
べ
な
い

□
野
菜
や
海
藻
類
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

□
運
動
不
足
で
あ
る

□
睡
眠
不
足
で
あ
る

□
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る

□
40
歳
以
上
で
あ
る

□
家
族
や
親
戚
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る

※
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
る
方

は
、
健
診
結
果
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

〇
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る

　
野
菜
は
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。
食
事
の
最
初
に
野
菜
を
よ
く
か

ん
で
食
べ
る
と
、
効
果
が
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康
的
な
生
活

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
て
１
日
３
５
０
ｇ
以

上
を
摂
取
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

成
人
の
１
日
当
た
り
の
野
菜
の
平
均
摂

取
量
は
、
男
性
２
８
８・
３
ｇ
、
女
性
は

２
７
３・
６
ｇ
（
令
和
元
年
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
）
で
あ
り
、
１
日
の
目
標
量
３
５
０

ｇ
に
対
し
、
約
70
ｇ
不
足
し
て
い
ま
す
。
小

鉢
１
皿
分
の
野
菜
料
理
は
お
お
よ
そ
70
ｇ
で

す
。
毎
日
１
皿
分
野
菜
料
理
を
プ
ラ
ス
し
、

野
菜
不
足
を
補
い
ま
し
ょ
う
。

〇
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

　
体
格
指
数
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
は
、
体
重
と
身
長

か
ら
算
出
さ
れ
ま
す
。
18・５
未
満
が
や
せ
、

18
・
５
～
25
未
満
が
適
正
体
重
、
25
以
上
が

肥
満
と
判
定
さ
れ
ま
す
。

〇
水
分
補
給
は
水
か
お
茶
に
す
る

　
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
や
缶
コ
ー
ヒ
ー
、
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
な
ど
は
糖
分
が
多
く
血
糖
値
が
上
昇

し
や
す
い
た
め
、
血
糖
値
を
下
げ
る
イ
ン
ス

リ
ン
を
た
く
さ
ん
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
水
分
補
給
は
、
水
や
お
茶
な
ど
糖
分
の

入
っ
て
い
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

〇
栄
養
成
分
表
示
を
確
認
す
る

　
食
品
を
買
う
と
き
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
ｋ

ｃ
ａ
ｌ
）
や
、
食
塩
相
当
量
な
ど
の
栄
養
成

分
表
示
を
見
て
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
、

家
の
中
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
り
、
以
前

と
は
違
う
日
常
を
過
ご
し
て
い
る
方
も
増
え

た
と
思
い
ま
す
。
外
出
の
機
会
が
減
る
こ
と

で
筋
力
の
低
下
や
気
持
ち
の
落
ち
込
み
が
生

じ
る
な
ど
、
心
身
と
も
に
影
響
を
受
け
て
い

る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感

染
症
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
安
が

大
き
い
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
高
齢
者
の
方

が
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
役
立
つ
情
報
を

紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
通
い
の
場
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
専
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
オ
ン
ラ
イ
ン

通
い
の
場
」
も
無
償
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
身
体
活
動
や
知
的
活
動
、
社
会
活
動
の
３

要
素
が
備
わ
っ
た
介
護
予
防
に
特
化
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
使
用
方
法
が
不
安
な

方
は
お
手
伝
い
も
可
能
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

自分らしく、いきいきライフ！
～足寄農畜産物加工開発研究会を紹介します～
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お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
新
し
い
介
護
予
防
を

一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
足
寄
農
畜
産
物
加
工
開
発
研
究
会
は
、

地
域
の
農
畜
産
物
を
と
も
に
学
び
合
い
、

研
究
す
る
目
的
で
発
足
さ
れ
た
研
究
会
で
、

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

本
会
に
は
５
つ
の
部
会
が
あ
り
、
各
部

会
活
動
を
通
じ
て
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ら
び

に
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
数
年

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
が
大
き
く
制
限

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
で
あ
り
な
が
ら
も
「
味
噌
部
会
」
は
、

感
染
症
予
防
を
行
い
な
が
ら
活
動
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

　
味
噌
づ
く
り
は
数
回
に
分
け
て
行
い
、

各
回
４
～
６
名
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
大
豆
や
麹
を
材
料
と
し
た
減
塩

味
噌
は
、
安
心
安
全
で
と
て
も
美
味
し
い

お
味
噌
で
す
。
今
後
は
さ
ら
な
る
技
術
の

向
上
と
製
品
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行

く
予
定
で
す
。
地
元
産
の
農
畜
産
物
の
活

用
を
通
じ
、
地
産
地
消
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
食
は
最
大
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

活
動
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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４
１
６
５

高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
が
あ
り
ま
す

農業農村活性化施設「らわん蕗の里」での味噌づくりの様子

　
基
準
値
：
空
腹
時
血
糖
１
１
０
未
満

栄養成分表示
（１食当たり）

エネルギー 〇〇ｋｃａｌ
タンパク質 〇〇ｇ
脂質 〇〇ｇ

炭水化物 〇〇ｇ
食塩相当量 〇〇ｇ

〈体格指数：ＢＭＩ計算方法〉
体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

例：身長160ｃｍ　体重65ｋｇの場合
　　65÷1.60÷1.60＝25.39

副菜主菜

主食

小皿
１皿分

野菜は１日
350ｇ

　
肥
満
に
な
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
鈍

く
な
る
た
め
、
膵
臓
の
β
細
胞
な
ど
が
、
イ

ン
ス
リ
ン
を
た
く
さ
ん

作
ろ
う
と
働
き
続
け
、

体
内
の
イ
ン
ス
リ
ン
量

も
増
加
し
ま
す
。
し
か

し
、
や
が
て
膵
臓
が
疲

れ
て
機
能
が
低
下
し
、

血
糖
値
が
上
が
り
始
め

ま
す
。

　
健
康
を
維
持
す
る
た

め
、
若
い
う
ち
か
ら
適

正
体
重
を
維
持
す
る
よ

う
に
心
掛
け
し
ま
し
ょ

う
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
通
信

第
18
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３
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消
費
者
契
約
法
が
改
正
（
令
和
５
年
１
月

５
日
施
行
）
さ
れ
、
霊
感
商
法
等
に
よ
る
被

害
の
救
済
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高

額
な
寄
附
を
せ
ま
ら
れ
家
庭
が
困
窮
し
た
り
、

崩
壊
す
る
な
ど
の
不
当
な
寄
附
勧
誘
が
問
題

に
な
り
令
和
４
年
末
に
臨
時
国
会
で
成
立
し

た
「
法
人
等
に
よ
る
寄
附
の
不
当
な
勧
誘
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
不
当
寄
附
勧
誘
防

止
法
）」
が
全
面
的
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
：
霊
感
商
法
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
？

Ａ
：
「
先
祖
の
供
養
を
し
な
い
と
、
そ
の
病

気
は
治
ら
な
い
で
す
よ
」
と
不
安
を
あ
お
り

高
額
な
商
品
の
契
約
を
迫
っ
た
り
、「
私
は
あ

な
た
に
悪
霊
が
つ
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。

そ
の
ま
ま
で
は
病
状
が
悪
化
す
る
。
寄
附
し

な
い
と
悪
霊
を
除
霊
で
き
な
い
」
と
告
げ
て

祈
祷
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
結
ぶ
な
ど
の
商
法

を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品

を
購
入
す
る
こ
と
で
運
気
が

向
上
す
る
な
ど
「
開
運
」
を

う
た
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
と
は
ど
の
よ
う

な
法
律
で
す
か
？

Ａ
：
こ
の
法
律
は
「
寄
附
勧
誘
を
行
う
法
人

等
へ
の
規
制
等
」
と
「
不
当
な
勧
誘
に
よ
り

寄
附
し
た
人
や
そ
の
家
族
の
救
済
」
を
目
的

と
し
た
法
律
で
、
借
金
な
ど
で
家
庭
が
困
窮

し
た
り
、
崩
壊
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
令
和

４
年
末
の
臨
時
国
会
に
て
成
立
し
、
段
階
的

施
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
社
会
通
念
上
の
不

当
な
勧
誘
行
為
に
限
り
配
慮
義
務
や
禁
止
行

為
を
定
め
た
法
律
で
あ
り
、
冷
静
な
判
断
が

で
き
ず
に
行
っ
た
寄
附
を
取
り
消
し
た
り
、

容
易
に
損
害
賠
償
請
求
で
き

る
も
の
な
の
で
、
通
常
の
寄

附
の
勧
誘
行
為
を
抑
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法

①
不
当
な
勧
誘
に
よ
り
寄
附
し
た
人
や
そ
の

家
族
の
救
済
寄
附
の
取
り
消
し
に
つ
い
て

　
禁
止
さ
れ
た
不
当
な
寄
附
勧
誘
行
為
に
よ

っ
て
、寄
附
の
勧
誘
を
受
け
た
人
が
「
困
惑
」

（
困
っ
た
り
、
戸
惑
っ
た
り
、
ど
う
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
く
な
る
よ
う
な
精
神
的
に
合

理
的
な
判
断
が
で
き
な
い
状
況
）
し
て
、
寄

附
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
は
、
一
定
期
間

内
で
あ
れ
ば
そ
の
寄
附
の
意
思
表
示
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
霊
感
等
に
よ
る
知
見
を
用
い
た
告
知
の
場

合
は
、
被
害
に
遭
っ
た
と
気
付
い
た
と
き
か

ら
３
年
ま
た
は
寄
附
時
か
ら
10
年
の
い
ず
れ

か
短
い
方

・
そ
れ
以
外
の
禁
止
行
為
の
場
合
は
、
被
害

に
遭
っ
た
と
気
付
い
た
と
き
か
ら
１
年
ま
た

は
寄
附
時
か
ら
５
年
の
い
ず
れ
か
短
い
方

②
寄
附
を
し
た
人
の
家
族
か
ら
も
寄
附
の
取

り
消
し
が
で
き
ま
す

　
寄
附
者
本
人
が
寄
附
の
取
り
消
し
を
行
わ

な
い
場
合
で
も
、
寄
附
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
や
こ
ど
も
は
、
婚
姻
費
用
や
養
育

費
な
ど
の
権
利
を
保
全
す
る
た
め
に
必
要
な

場
合
で
あ
れ
ば
本
人
に
代
わ
っ
て
取
消
権
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
不
当

寄
附
勧
誘
防
止
法
に
よ
り
、
将
来
に
必
要
な

こ
れ
ら
の
費
用
に
つ
い
て
保
全
す
る
た
め
の

特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
】

　
消
費
者
契
約
法
改
正
で
は
取
り
消
し
の
対

象
範
囲
が
拡
大
し
、
行
使
期
間
の
延
長
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
、
事
業
者
が
消
費
者
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、
霊
感
等

の
特
別
な
能
力
に
よ
り
、
消
費
者
ま
た
は
そ

の
親
族
の
生
命
、
身
体
、
財
産
そ
の
他
の
重

要
な
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
現
在

生
じ
、
も
し
く
は
将
来
生
じ
得
る
重
大
な
不

利
益
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
不
安

を
あ
お
り
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
不
安
を
抱

い
て
い
る
こ
と
に
乗
じ
て
、
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨
を
告
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
困
惑
し
、
契
約
を
し
た
場
合

に
は
、
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

※
斜
線
部
分
が
改
正
に
よ
り
対
象
が
拡
大
さ

れ
た
点

　
霊
感
商
法
等
の
悪
質
な
勧
誘
に
よ
る
寄
附

や
契
約
は
取
り
消
せ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
不

当
勧
誘
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

・
自
由
な
意
思
を
抑
圧
す
る

・
生
活
を
困
窮
さ
せ
る

・
正
体
や
目
的
を
隠
す

・
借
金
や
自
宅
等
の
売
却
で
資
金
を
調
達
さ

せ
る　
な
ど

　
不
当
な
寄
附
勧
誘
に
遭
い
、
金
銭
ト
ラ
ブ

ル
等
で
お
悩
み
の
方
は
法
テ
ラ
ス
の
霊
感
商

法
等
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０

－

０
０
５
９
３
１
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開
催
し
ま
す

今
年
の
夏
は
プ
ー
ル
に
行
こ
う
！

生
涯
学
習
事
業

生
涯
学
習
事
業

学
校
教
育

学
校
教
育

子
育
て
・
家
庭
教
育

子
育
て
・
家
庭
教
育

社
会
体
育
事
業

社
会
体
育
事
業

●
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

開
催
日
　
７
月
24
日
㈪
～
８
月
１
日
㈫

　
　
　
　
全
７
回
（
土
日
除
く
）

場
　
所　
足
寄
小
学
校

※�

詳
し
い
時
間
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
周
知
し
ま
す
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室　
☎
25

－

３
１
８
８

●
教
科
用
図
書
展
示
会

　
教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
町
内
の
小
中
学

校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
用
図
書
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

目
　
的　

�

教
科
用
図
書
を
公
開
し
、
教
科
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
。

期
　
間
　
７
月
４
日
㈫
～
17
日
㈪

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
　
細　
教
育
総
務
室　
☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日

　
７
月
26
日
㈬

　
27
日
㈭

時
　
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　
乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読

み
聞
か
せ
を
し
、
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ

ク
を
配
布
す
る
事
業

で
す
。

詳
　
細　
図
書
館�

☎
25

－

３
１
８
９

●
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

開
催
日

　
６
月
14
日
㈬

　
15
日
㈭

　
16
日
㈮

　
　
　
　
　
　
21
日
㈬
　
22
日
㈭
　
23
日
㈮

　
　
　
　
全
６
回

時
　
間　
午
後
３
時
45
分
～
５
時

場
　
所　
温
水
プ
ー
ル

対
　
象　
小
学
１
年
生
～
６
年
生

詳
　
細　
総
合
体
育
館　
☎
25

－

３
１
９
１

　
施
設
内
に
は「
公
認
プ
ー
ル（
25
ｍ
）」「
フ
ァ

ミ
リ
ー
プ
ー
ル
」
の
他
に
、
温
泉
で
温
ま
る

こ
と
が
で
き
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
も
あ
る
「
健

康
プ
ー
ル
」や
、
爽
快
感
を
味
わ
え
る「
ウ
オ

ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
や
ビ
ー
ト
板
な
ど
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
や
お
友
達
と
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

　
午
後
６
時
～
９
時　
※
毎
週
火
曜
休
館

施
設
概
要

・
公
認
プ
ー
ル
（
競
泳
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
（
子
ど
も・初
心
者
）

・
健
康
プ
ー
ル

　
（
歩
行
浴
、
全
身
浴
、
気
泡
浴
、
圧
注
浴
）

・
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

　
対
象　
小
学
生
以
上

　
運
行　
小
学
校
の
夏
休
み
期
間

　
　
　
　
午
後
１
時
20
分
～
３
時
50
分

詳
細　
総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
第
21
回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
日
　
８
月
27
日
㈰

時
　
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら

場
　
所　
陸
上
競
技
場
ほ
か

詳
　
細　
総
合
体
育
館　
☎
25

－

３
１
９
１

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ
第

127
回

「不
当
な
寄
附
勧
誘
行
為
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！
悪
質

な
勧
誘
に
よ
る
寄
附
や
契
約
は
取
り
消
せ
ま
す
」
の
巻



2020 2023.６
広報あしょろ21212023.６

広報あしょろ

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日
　
６
月
27
日
㈫
　
７
月
25
日
㈫

　
　
　
　
８
月
22
日
㈫
　
９
月
26
日
㈫

時
　
間　
午
前
10
時
～
11
時
15
分

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１
・
２

詳
　
細　
生
涯
学
習
室　
☎
25

－

３
１
８
８

●
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座

　
町
内
の
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
企
画
す

る
生
涯
学
習
講
座
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

が
講
師
の
手
配
と
町
民
へ
の
周
知
を
行
う
こ

と
で
学
習
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
趣
味

や
文
化
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
対
応

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
町
内
の
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
健

康
づ
く
り
活
動
等
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

自
治
会
や
職
場
の
仲
間
な
ど
で
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　
総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
情
報
誌
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　
子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
の
保
護
者
向
け
に
子

育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し
て
い

た
だ
け
る
子
育
て
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編

集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
す
く
す
く
」
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会
「
す
く

す
く
」
で
は
、
来
年
２
月
ま
で
毎
月
１
回
、

子
育
て
に
関
す
る
講
話
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体

操
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
託
児
を
お
手
伝
い
し

て
く
れ
る
子
育
て
経
験
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　
子
育
て
支
援「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」は
、
不

要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月
１

回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

子
育
て
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
作
品
展

　
町
民
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
を
利
用
し
て
、

趣
味
で
作
成
し
た
各
種
作
品
や
撮
影
し
た
写

真
な
ど
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
個
人
、

団
体
問
わ
ず
作
品
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン
ク
」
指
導
者

　
町
民
の
生
涯
学
習
活
動
（
趣
味
・
教
養
・

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
等
）
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
く
指
導
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
の
活
動
で
習
得
し
た
知
識
や
技
能
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
指
導
・
伝
達
・
還
元
し
て

い
た
だ
く
仕
組
み
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
屋
外
体
育
施
設
オ
ー
プ
ン

　
今
年
も
各
種
屋
外
体
育
施
設
が
オ
ー
プ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

　
屋
外
体
育
施
設
を
団
体
で
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ご
利
用

の
際
は
、
必
ず
総
合
体
育
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
使
用
の
際
は
、
施
設
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
屋
外
体
育
施
設
】

　
自
由
広
場
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
と

き
わ
サ
ッ
カ
ー
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
と

き
わ
・
と
き
わ
東
・
里
見
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
・

里
見
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
・
し
ら
か
ば
）

詳
　
細　
総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
郷
土
資
料
館
よ
り

　
足
寄
の
歴
史
資
料
等
を
展
示
・
紹
介
し
て

い
る
郷
土
資
料
館
（
中
足
寄
）
が
今
年
も
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
昔
の
生
活
道
具
や
ふ
る
さ
と
銀
河
線
に
関

わ
る
展
示
、
電
源
開
発
株
式
会
社
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
「
水
車
ラ
ン
ナ
」
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

期
　
間　
９
月
30
日
㈯
ま
で

　
　
　
　
（
日
曜
・
月
曜
休
館
）

時
　
間　
午
後
１
時
～
４
時

※
団
体
見
学
等
に
つ
い
て
は
期
間
外
で
も
対

応
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
多
目
的
ホ
ー
ル
ま
た

は
会
議
室
４
で
カ
ラ
オ
ケ
マ
シ
ン
を
利
用
で

き
ま
す
。
１
時
間
５
０
０
円
で
利
用
で
き
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
別
途
会
場
使
用
料
金
が
か
か
り
ま
す
）。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
各
種
委
嘱
委
員

　
令
和
５
年
度
の
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社

会
教
育
関
係
の
み
）
お
よ
び
社
会
教
育
団
体

の
代
表
者
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社
会
教
育
関
係
）

社
会
教
育
委
員
の
会
議

委
員
長　
小
松　
洋
一

副
委
員
長　
松
崎　
晴
美

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
会
議

委
員
長　
松
本　
憲
治

副
委
員
長　
伊
藤　
　
力

文
化
財
専
門
委
員
会委

員
長　
澤
村　
　
寛

副
委
員
長　
齊
藤　
　
修

図
書
館
協
議
会

委
員
長　
佐
竹　
桃
代

副
委
員
長　
五
十
嵐
健
二

社
会
教
育
関
係
団
体
代
表

文
化
協
会
会
長�

阿
部　
嘉
宏

日
本
足
並
み
会
会
長�

沼
田　
正
俊

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長�

沼
田　
正
俊

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長�

鳥
羽　
翔
太

青
年
協
議
会
会
長�

山
口　
哲
平

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長�

渡
部　
美
子

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

�

佐
々
木
寿
雄

体
育
協
会
長�

宇
野　
　
浩

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長�

阿
部　
智
一

お

し

ら

せ
「リサイクルの日」

昔の教科書展示コーナーカラオケマシン

募
集
し
ま
す

　
先
日
行
わ
れ
た
高
校
野
球
春
季
大
会
十
勝

支
部
予
選
で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が
球
場
に

足
を
運
び
、
ご
声
援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
結
果
は
１
回
戦
で
帯
広
南
商

業
高
校
に
コ
ー
ル
ド
勝
ち（
10

－

０
）し
ま

し
た
が
、
２
回
戦
で
帯
広
農
業
高
校
に
６
回

コ
ー
ル
ド
負
け（
１

－

12
）と
な
り
ま
し
た
。

　
３
年
生
は
次
の
夏
季
大
会
が
高
校
生
活
最

後
の
大
会
と
な
り
ま
す
。
彼
ら
に
は
こ
の
最

後
の
舞
台
で
持
て
る
力
を
す
べ
て
発
揮
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
残
り
約
１
カ
月
の
間
に
可
能
な
限
り
の
準

備
を
し
て
、
ベ
ス
ト
な
形
で
試
合
に
送
り
込

む
こ
と
が
私
の
役
目
で
す
。
技
術
面
は
も
ち

ろ
ん
、
精
神
面
で
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
野
球
を
経
験
し
た
先
輩
と
し
て
彼
ら

に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
こ
と
が
あ

る
と
す
る
な
ら
「
美
し
く
散
る
」
こ
と
。
そ

の
た
め
に
は
本
気
の
覚
悟
で
最
後
ま
で
熱
く

戦
い
抜
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
う
20
年
前

の
話
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
あ
れ
ほ
ど
熱
か

っ
た
夏
は
あ
り
ま
せ
ん
。
負
け
て
い
い
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
戦
う
以
上
は
勝
つ
こ

と
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
し
か
し
、
勝
ち

負
け
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
高
校
野
球
の
す
ば

ら
し
さ
、
感
動
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
選

手
た
ち
に
も
そ
れ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん

に
も
、
こ
の
夏
感

動
を
お
届
け
す
る

べ
く
、
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
変
わ
ら
ぬ
ご
声

援
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

池
田
で
す
�

頑
張
っ
て
い
ま
す
�

ラ
ワ
ン
ブ
キ
と
足
寄
の
化
石

　
今
年
も
ラ
ワ
ン
ブ
キ
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ラ
ワ
ン
ブ
キ
は
、
ア
キ
タ
ブ
キ
と

い
う
種
類
な
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
足
寄
に
生

え
る
も
の
は
巨
大
に
成
長
し
ま
す
。

　
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
博
物
館
の
澤
村
前

館
長
は
足
寄
の
化
石
が
埋
ま
っ
て
い
る
モ
ラ

ワ
ン
層
を
通
る
水
の
せ
い
で
は
な
い
か
？
と

い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
仮
説

は
九
州
大
学
演
習
林
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

た
研
究
で
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
２

０
２
１
年
に
論
文
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
「
地
層
を
通
る
こ
と
で
水
の
栄
養

が
増
え
る
た
め
」と
い
う
点
は
合
っ
て
い
ま
し

た
が
、化
石
の
埋
ま
っ
て
い
る
２
５
０
０
万
年

前
の
地
層
で
は
な
く
、
も
っ
と
新
し
い
火
山

岩
の
上
を
流
れ
る
水
の
お
か
げ
で
し
た
。
水

に
溶
け
だ
し
た
火
山
岩
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
フ
キ

を
巨
大
に
成
長
さ
せ
る
栄
養
だ
っ
た
の
で
す
。

　
７
月
１
日
・
２
日
に
開
催
さ
れ
る
化
石
教

室
で
は
、
こ
の
２
５
０
０
万
年
前
の
地
層
と

詳
　
細　
博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

大
き
く
育
っ
た
ラ
ワ
ン
ブ
キ

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

の
で
、
両
方
の
す
ば
ら
し
さ

を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 動

物
化
石
博
物
館
情
報

動
物
化
石
博
物
館
情
報
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●
誰
に
で
も
や
さ
し
く
読
め
る「
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
」

　
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
と
は
、
読
む
こ
と
が
苦
手
な

方
に
も
や
さ
し
く
読
め
る
よ
う
に
作
ら
れ
た

本
で
す
。
か
ん
た
ん
な
言
葉
や
イ
ラ
ス
ト
、

写
真
、
絵
記
号
（
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
）
を
使
っ

て
理
解
し
や
す
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま　

�

あ
か
ぎ　
か
ん
こ
／
ぶ
ん

・
さ
ん
び
き
の
こ
ぶ
た

�

あ
か
ぎ　
か
ん
こ
／
ぶ
ん

●
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
新
た
な
本
と
出
会
い
、
幅

広
い
読
書
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
年
齢

別
に
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る
ブ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。「
何
を
読
ん
だ

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」「
子
ど
も
に
読
ん

　
発
足
か
ら
３
年
目
を
迎
え
る
図
書
館
中
学

生
サ
ポ
ー
タ
ー
。
今
年
度
は
４
人
で
活
動
し

ま
す
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
作
成
や
小
中
学
校
向
け
の

選
書
、
本
の
カ
バ
ー
掛
け
な
ど
を
体
験
し
な

が
ら
、
み
ん
な
に
図
書
館
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
た
め
の
活
動
を
月
２
回
行
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ

読
み
聞
か
せ

　
図
書
館
で
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
本
に
親

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
や
、
保
護
者
の
方
と
お

子
さ
ん
が
本
を
通
じ
て
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
「
お

は
な
し
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日
　
７
月
５
日
㈬
、
８
月
２
日
㈬

　
　
　
　
９
月
６
日
㈬

時
　
間　
11
時
～
11
時
30
分

場
　
所　
図
書
館
ル
イ
カ

対
　
象　
乳
幼
児
か
ら

詳
　
細　
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

３
１
８
９

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
６
月
24
日
㈯
　
７
月
22
日
㈯

　
　
　
　
８
月
26
日
㈯　

時
　
間　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
　
所　
図
書
館
ル
イ
カ

対
　
象　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

詳
　
細　
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

３
１
８
９

※�

お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
絵
本
の
会
「
は

ら
っ
ぱ
」
で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
当
日
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
あ
か
ち
ゃ
ん
が
絵
本
を
通
し
て
「
あ
た
た

か
く
て
楽
し
い
こ
と
ば
の
ひ
と
と
き
」
を
持

つ
こ
と
を
応
援
す
る
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
か
ち
ゃ
ん
に
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、

気
軽
な
話
し
相
手
と
し
て
子
育
て
の
応
援
活

動
を
し
ま
す
。

　
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
休
館
日
で
す
。

　
月
曜
日
が
休
館
で
す
。

６
月　
12
日
、
19
日
、
26
日

７
月　
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

８
月　
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

９
月　
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

●
特
別
整
理
期
間
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
正
確
な
ご
案
内
を
す

る
た
め
、
書
架
に
あ
る
資
料
と
図
書
館
シ
ス

テ
ム
に
登
録
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
照
合
す
る

作
業
（
蔵
書
点
検
）
を
行
う
た
め
、
一
時
休

館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。

【
臨
時
休
館
期
間
】

　
６
月
13
日
㈫
～
16
日
㈮

詳
　
細　
図
書
館�

☎
25

－

３
１
８
９

で
も
ら
い
た

い
本
が
み
つ

か
ら
な
い
」

な
ど
お
困
り

の
と
き
に
、

本
を
選
ぶ
参

考
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

図
書
館
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
再
始
動

お
知
ら
せ

図
書
館
休
館
日

絵本の会「はらっぱ」

カ
ナ
ダ
の
「
父
の
日
」

　
　
ジ
ャ
ス
ミ
ン
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

　
６
月
18
日
は
日
本
も
カ
ナ
ダ
も
「
父

の
日
」
で
す
！

　
皆
さ
ん
は
「
父
の
日
」
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？
今
回
は
カ
ナ

ダ
の
「
父
の
日
」
の
祝
い
方
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
カ
ナ
ダ
の
「
父
の
日
」
は
、
多
く
の

人
が
お
父
さ
ん
と
ブ
ラ
ン
チ
（
朝
食
と

昼
食
を
合
わ
せ
た
食
事
）
を
食
べ
て
過

ご
し
ま
す
。
パ
ン
ケ
ー
キ
や
ワ
ッ
フ
ル
、

キ
ュ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
は
「
ポ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

な
ど
と
呼
ば
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
露
店
が
立

ち
並
び
、
お
父
さ
ん
た
ち
が
好
み
そ
う
な

食
べ
物
が
た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
父
の
日
」
に
お
父
さ
ん
と
一
緒

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
家
族
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
で
は
ゴ
ル
フ
好
き
の
お

父
さ
ん
が
多
く
「
父
の
日
」
の
ゴ
ル
フ
場

は
い
つ
も
家
族
連
れ
で
予
約
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
野
球
の
試
合
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
行
く
人
も
多
く
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
今
年
の
「
父
の
日
」
は

何
を
し
て
過
ご
し
ま
す
か
？
皆
さ
ん
が
ど

ん
な
「
父
の
日
」
を
過
ご
す
の
か
興
味
が

あ
る
の
で
、
私
を
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
教
え

て
く
だ
さ
い
！

ト
ー
ス
ト
や
ハ
ッ
シ
ュ
ド
ポ

テ
ト
、
目
玉
焼
き
な
ど
が
代

表
的
な
ブ
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

で
す
が
、
他
に
も
エ
ッ
グ
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
や
キ
ッ
シ
ュ
、

プ
ー
テ
ィ
ン
な
ど
が
よ
く
食

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な

街
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
父

の
日
」
の
ブ
ラ
ン
チ
の
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
他
に
も
「
父
の
日
」
当
日

は
、
お
父
さ
ん
た
ち
が
楽
し

め
る
催
し
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
エ

ド
モ
ン
ト
ン
で
は
、
バ
ー
ベ

小さい頃のジャスミンと父小さい頃のジャスミンと父

●
一
般
書

「
野
菜
が
決
め
手
！
栄
養
の
「
こ
つ
」」

�

佐
藤　
秀
美

「
北
海
道
キ
ャ
ン
プ
場
ガ
イ
ド
」

�

亜
瑠
西
社

「
こ
の
世
で
一
番
わ
か
り
や
す
い
宇
宙
Ｑ
＆
Ａ
」

�

ジ
ョ
ー
ジ
・
チ
ャ
ム

「
墨
の
ゆ
ら
め
き
」�

�

三
浦　
し
を
ん

「
能
面
検
事
の
死
闘
」�

中
山　
七
里

「
四
十
雀
、
跳
べ
！
」�

林　
真
理
子

●
児
童
書

「
は
じ
め
て
の
ず
か
ん　
し
ょ
く
ぶ
つ
」

�

講
談
社

「
お
お
じ
し
ん　
さ
が
し
て
、
は
し
っ
て
、

ま
も
る
ん
だ
」�

清
永　
奈
穂

「
ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典　
と
こ
と
ん
」

�
�

今
泉　
忠
明

「
か
な
し
き
デ
ブ
猫
ち
ゃ
ん　
兵
庫
編
」

�

早
見　
和
真

「
防
災
室
の
日
曜
日
」�

�

村
上　
し
い
こ

「
へ
ん
し
ん
よ
う
か
い
」

�

あ
き
や
ま　
た
だ
し

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

●
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
が
月
２
回
の
開
催
に

な
り
ま
し
た

　
あ
か
ち
ゃ
ん
連
れ
の
ご
家
族
に
も
、
お
子

さ
ん
の
声
な
ど
を
気
に
せ
ず
図
書
館
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
「
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
の

開
催
が
増
え
ま
し
た
。
あ
か
ち
ゃ
ん
や
小
さ

な
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日
：
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
１
時
ま
で

●
今
月
の
展
示

「
食
育
月
間
」（
福
祉
課
合
同
）

「
環
境
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

　
６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
ご
家
庭
の
テ
レ

ビ
な
ど
の
利
用
を
控
え
る
こ
と
は
省
エ
ネ
に

も
な
り
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
機
会
に
読
書
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/
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　お客様が使用されているメーター器が正確に計量できるように、計量法により有効期限が８年と定
められています。
　そのため、メーター器（私設メーター器を除く）の有効期限が満了となるまでに、町が計画的に取
り替えていきます。
　メーター器の取替作業は、町で契約した請負業者が行います。

お客様にメーター器取替費用を請求することはありません
※消耗した部品交換や漏水修理はお客様負担となります。
　〇取替作業時にお客様が立会する必要はありません。
　〇メーターボックス・受信機の周辺には物を置かないでください。
　〇メーター器取替完了後、水の使い始めに空気や濁った水が出ることがあります。
　　しばらく出していただくと通常の状態に戻ります。
　〇取替対象のメーター器側面には下記のシールが貼られています。

◯
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
補
助
金
（
民
生
安
定
施
設
助
成
事
業
）

　
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
８
条
の
規
定
に
基
づ
く
民
生
安
定

施
設
の
助
成
事
業
は
、
防
衛
施
設
の
設
置
ま
た
は
運
用
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
の
住
民
の
生

活
等
が
阻
害
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
障
害
の
緩
和
に
役
立
て
る
た
め
に
地
方
公
共

団
体
に
対
し
行
わ
れ
ま
す
。

◯
令
和
５
年
度
導
入
予
定　
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー　
２
台

◯
令
和
６
年
度
事
業
要
望

　
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
に
よ
り
足
寄
弾
薬
支
処
周
辺
地
域
の
対
象
地
区
生
産
者
の
安
定
的

な
農
業
経
営
を
確
保
す
る
た
め
、
ト
ラ
ク
タ
ー
２
台
と
マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
タ
ー
２
台
の
更
新

を
要
望
し
ま
す
。

◯
補
助
金
活
用
事
例

防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
補
助
金
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す

令和４年度導入
フォーレージハーベスター１台

　
暑
い
夏
が
近
づ
き
、
エ
ア
コ
ン
の
話
題
を

よ
く
耳
に
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
夏
は

涼
し
く
、
冬
は
暖
か
く
、
室
内
を
快
適
な
温

度
に
調
節
し
て
く
れ
る
“
エ
ア
コ
ン
”
が
今

月
の
テ
ー
マ
で
す
。

　
「
北
海
道
の
冬
は
エ
ア
コ
ン
だ
け
じ
ゃ
寒

く
て
大
変
だ
よ
」
―
こ
れ
が
ひ
と
昔
前
の
常

識
で
し
た
。

　
し
か
し
、
今
で
は
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て

寒
冷
地
型
の
エ
ア
コ
ン
が
出
回
る
よ
う
に
な

り
、
北
海
道
の
寒
い
冬
で
も
十
分
暖
か
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の
解
決
策

と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
の
利
用
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
内
の
エ
ア
コ
ン
の
普
及
率
は
、
関
東
以

西
で
は
95
％
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
東

北
・
北
海
道
で
は
約
60
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
北
日
本
の
夏
は
涼
し

い
の
で
冷
房
需
要
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
や
、

冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
の
で
暖
房
器
具
と
し
て

使
う
に
は
技
術
的
課
題
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
北
日
本
も
夏
の
暑
さ
が
厳
し
く
な
り
つ

つ
あ
る
と
と
も
に
、
寒
さ
や
雪
に
強
い
エ
ア

コ
ン
の
登
場
で
、
国
は
今
後
、
寒
冷
地
型
エ

ア
コ
ン
の
普
及
に
力
を
入
れ
る
方
針
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
エ
ア
コ
ン
も
電
気
ヒ
ー
タ
ー
も
同
じ
電
気

を
使
っ
て
暖
房
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
仕
組

み
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
同
じ
暖
か
さ
を
得

よ
う
と
す
る
場
合
、
エ
ア
コ
ン
の
方
が
は
る

か
に
少
な
い
電
気
で
済
み
ま
す
。
エ
ア
コ
ン

の
原
理
は
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い

る
“
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
仕

組
み
で
、
空
気
中
の
熱
を
集
め
て
移
動
さ
せ

る
動
作
を
機
械
で
連
続
的
に
行
い
、
そ
の
循

環
す
る
向
き
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
暖
房

も
冷
房
も
で
き
る
一
台
二
役
の
器
用
な
機
械

で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
優
れ
て
い
る
の
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
さ
で
す
。
１
の
大
き

さ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
５
～
７
も
の
大

き
さ
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
せ
る
魔
法

の
よ
う
な
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
に
備
え
て
エ
ア
コ
ン

の
購
入
を
お
考
え
の
方
、
そ
し
て
次
の
冬
に

向
け
て
暖
房
器
具
の
入
れ
替
え
を
お
考
え
の

方
も
、
環
境
に
優
し
く
、
昔
に
比
べ
て
格
段

に
進
歩
し
た
エ
ア
コ
ン
の
利
用
を
検
討
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
い
え
ば
、
す
で
に

エ
ア
コ
ン
を
お
持
ち
の

方
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
お
掃

除
は
忘
れ
ず
に
！

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

�

☎
28

－

３
８
６
３

エ
ア
コ
ン
い
ま
む
か
し

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
14
回

35
6

35
7

35
8

35
9

　飲み水を　未来につなごう　ぼくたちで　飲み水を　未来につなごう　ぼくたちで 第41号第41号

あしょろの上下水道あしょろの上下水道

　水道は、生活や経済活動を支える大切な役割を果たしています。町は、安全な水を安定して供給す
ることに努めています。

　詳　細　役場建設課上下水道工務担当　☎２８－３８６８

令和５年度満期メーター器取替工事（前期）一覧
工事名 施行場所 施行期間 請負業者

上水道事業用メーター器
取替工事（その１）

南２条１丁目、南２条４丁目～５丁目
南３条１丁目、南３条５丁目

８月31日まで

有限会社白沢文栄堂

上水道事業用メーター器
取替工事（その２）

南４条１丁目～３丁目、南５条１丁目
南６条５丁目～６丁目 有限会社むとう

上水道事業用メーター器
取替工事（その３）

栄町１丁目～２丁目、北１条２丁目～４丁目、北２条
１丁目、北３条１丁目～２丁目、北５条１丁目 株式会社マルヨ産業

上水道事業用メーター器
取替工事（その４）

里見が丘、西町２丁目～３丁目、西町８丁目
旭町２丁目、旭町４丁目、下愛冠１丁目、郊南１丁目 有限会社コミヤマ

営農用水道事業用メータ
ー器取替工事（その１） 茂喜登牛、中矢、芽登、新町 株式会社マルヨ産業

～６月１日から６月７日までは、第65回「水道週間」です～

水道水　安心・安全　これからも

メーター器取替工事にご協力ください
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自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

幹
部
候
補
生
（
飛
行
要
員
を
除
く
）

応
募
資
格　
一
般
：
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

者
（
修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
み
含
）
は

28
歳
未
満
）

歯
科
：
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

薬
剤
科
：
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

（
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
）

受
付
期
間　
６
月
15
日
㈭
ま
で

試
験
日　
１
次
：
６
月
24
日
㈯　
２
次
：
８

月
１
日
㈫
～
７
日
㈪
の
う
ち
１
日

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

https://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

obihiro/

善
意
の
ご
寄
附
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

・
足
寄
町
農
業
協
同
組
合
（
新
津
賀
庸
代
表

理
事
組
合
長
）
か
ら
足
寄
町
消
防
課
の
災
害

出
動
時
に
お
け
る
消
防
職
・
団
員
の
熱
中
症

予
防
に
役
立
て
る
た
め　
　
　
　

�

ホ
シ
ザ
キ
製
氷
機
Ｉ
Ｍ

－

２
０
０
Ｄ
Ｊ

�

（
マ
イ
コ
ン
制
御
式
）
１
台

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ

　
令
和
５
年
度
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
の
年
度
更
新
期
間
は
、
７
月
10
日

㈪
ま
で
で
す
。
最
寄
り
の
労
働
局
・
労
働
基

準
監
督
署
・
金
融
機
関
で
申
告
・
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
年
度
更
新
申
告
書
の
書
き
方
お
よ
び
申
告
・

納
付
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年

度
更
新
申
告
書
に
同
封
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細　
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
保
険

徴
収
課
業
務
係　
☎
03

－
５
２
５
３

－

１
１

１
１
（
内
線
５
１
６
３
）

労
働
保
険
の
「
電
子
申
請
」
に
関
す
る
お
知

ら
せ

　
労
働
保
険
の
お
手
続
き
は
「
電
子
申
請
」

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
自
宅
や
オ
フ
ィ

銀河の森コテージ村キャンプサイト
　コテージ村敷地内の「キャンプ用テントサイ
ト（３区画）」がオープンしました。
　どなたでも無料で利用できますが、前日まで
に電話予約が必要です。
　用品のレンタルはありません。ごみの持ち帰
りなど、利用にあたっては注意事項があります。
詳しくは町ホームページをご覧になるか、コテ
ージ村管理棟までお問い合わせください。
開催期間　10月31日㈫まで

詳細・予約　銀河の森コテージ村管理棟
　　　☎２７－４０４０（午前９時～午後５時）

全
道
消
防
職
員
意
見
発
表
会
で

足
寄
消
防
署
職
員
が
優
秀
賞
を
獲
得
！

　
４
月
26
日
に
札
幌
市
で
「
第
49
回
全
道
消

防
職
員
意
見
発
表
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全

道
10
消
防
本
部
か
ら
11
人
の
消
防
職
員
が
出

場
し
、
山
岳
救
助
・
救
急
救
命
事
案
や
１
１

９
番
通
報
、
メ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
テ
ー
マ
に
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
大
会
は
、
全
国
消
防
長
会
北
海

道
支
部
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
、
全
道
の
消

防
職
員
が
職
務
を
通
じ
た
体
験
、
業
務
に
対

す
る
提
言
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
の
意

見
を
発
表
す
る
も
の
で
、
最
優
秀
賞
の
受
賞

者
は
北
海
道
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
出
場

し
ま
す
。

　
全
道
大
会
に
道
東
地
区
代
表
と
し
て
出
場

し
た
足
寄
消
防
署
の
宮
村
健
斗
消
防
士
長
は

山
岳
救
助
で
学
ん
だ
心
構
え
を
「
山
岳
救
助

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
発
表
し

最
優
秀
賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
宮
村
消
防
士
長
は
「
全
道
大
会
に
出
場
し

て
普
段
で
は
経
験
で
き
な
い
緊
張
感
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
他
の
出
場
者

の
発
表
も
素
晴
ら
し
く
、
表
現
力
・
文
章
能

力
を
勉
強
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
大

会
出
場
か
ら
学
ん
だ
経
験
を
同
僚
が
生
か
せ

る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
き
た
い
」
と

出
場
し
た
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

宮村消防士長意見発表会の様子

資料館企画展
「７月15日本別空襲を伝える

～根室空襲の記録～」
　25回目となる今年度は、本別空襲の資料と合
わせて、北海道空襲で大きな被害を受けた根室
空襲の写真などを展示します。
　ぜひご来館ください。

期間　　　７月１日㈯～８月31日㈭まで
場所　　　本別町歴史民俗資料館
開館時間　火～日　午前９時～午後４時
休館日　　月曜日・祝日

※６月25日㈰から６月30日㈮は準備
のため休館します。

入館料　　無料

詳細　本別町歴史民俗資料館（本別町北２丁目）
　　　☎２２－２１４１　内線４１０
　　　図書館　☎２２－５１１２

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

ス
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
申
請
や
届
け
出
が

可
能
で
す
。

　
ま
た
、
労
働
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替

や
電
子
納
付
が
便
利
で
す
。

〇
労
働
保
険
の
電
子
申
請
手
続
き
は�

「
ｅ

－

Ｇ
ｏ
ｖ
」
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
労
働
保
険
関
係
手
続
（
一
部
手
続
き
を
除

く
）
は
、
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
を
利
用
し
て
手
続
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
労
働
保
険
の
電
子
申
請
に
関
す
る
詳
細
は

特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細　
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
保
険

徴
収
課
企
画
係　
☎
03

－

５
２
５
３

－

１
１

１
１
（
内
線
５
１
６
０
）

自
衛
隊
採
用
説
明
会
の
ご
案
内

　
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
仕
事
内
容
・
勤
務
地
・

給
料
・
福
利
厚
生
等
を
説
明
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
来
場
者
に
は
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
を
配
布
い
た

し
ま
す
。

日
時　
７
月
２
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

女
性
の
た
め
の
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
を
開

設
し
ま
す

　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
と
帯
広
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
が
「
女
性
の
た
め
の
人
権

な
ん
で
も
相
談
所
」
を
開
催
し
ま
す
。
夫
に

よ
る
暴
言
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
嫌
が
ら
せ

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
７
月
12
日
㈬　
午
後
１
時
～
午
後
３

時
30
分
ま
で
（
最
終
受
け
付
け
午
後
３
時
）

場
所　
帯
広
市
西
４
南
13　
帯
広
市
と
か
ち

プ
ラ
ザ
１
階
大
集
会
室

対
象
者　
女
性
の
方
の
み

相
談
料　
無
料

相
談
員　
帯
広
人
権
擁
護
委
員
会
所
属
の
人

権
擁
護
委
員

詳
細　
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
事
務
局

☎
０
１
５
５

－

24

－

５
８
５
３

電
源
開
発
株
式
会
社
か
ら
の
お
願
い

　
ダ
ム
か
ら
放
流
を
す
る
と
き
に
は
、
サ
イ

レ
ン
と
ス
ピ
ー
カ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
等
が
鳴
っ
た
と
き
は
、
川
に
近

づ
く
と
危
険
で
す
の
で
、
川
か
ら
離
れ
る
と

と
も
に
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細　
電
源
開
発
㈱
上
士
幌
電
力
所

☎
０
１
５
６
４

－

２
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☆新型コロナウイルス感染症が５類感染
症移行となり、イベント等も少しずつ
増え取材にお伺いする機会も増えてき
ました。

☆先日、足寄中学校体育祭の取材にお伺
いしてきました。体育祭では笑顔で競
技を楽しむ生徒たちの姿が見られ、競
技の勝敗が決したときに元気な声でよ
ろこぶ姿も見られました。観覧する保
護者の皆さんからも笑い声が聞こえる
こともあり、コロナ前の元気な姿に向
かっているのを感じました。これから
も皆さんの元気な姿をお届けできるよ
うに頑張ります。

ひとのうごき

５月末の住民基本台帳

小黒　小黒　篤篤
あ つ とあ つ と

人人ち
  ゃ
   ん

� （令和４年７月24日生まれ）

　よく食べ、よく寝て、いつも
ニコニコ笑っている篤人です！
そんな篤人に毎日癒されていま
す？お姉ちゃんやお兄ちゃんに
もたくさん遊んでもらい、逞し
く成長中です（^^）
� 恵二郎・優花さ

んの子

今月の表紙

　５月27日㈯に行われた「第77回足寄中学校
体育祭」でのスナップです。

人　口　　６，２７１　人　（－２)
　男　　　３，０９０　人　（－３)
　女　　　３，１８１　人　（＋１)
世　帯　　３，３４２世帯（＋１)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

吉田　吉田　巡巡
じゅんきじゅんき

希希ち
  ゃ
   ん

� （令和３年6月３日生まれ）

　男４人兄弟の末っ子巡希。末
っ子らしく甘え上手で末っ子ら
しからぬ態度のでかさ！兄弟仲
良く弾ける笑顔が何よりの癒し。
毎日楽しく笑顔いっぱいですく
すく育ってね。
� 恵一・友香里さ

んの子

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

重泉　重泉　瑠瑠
る りる り

璃璃ち
  ゃ
   ん

� （令和３年６月27日生まれ）

　まねっこ上手な瑠璃は、お母
さんのお手伝いをしてくれたり
お父さんの指揮の練習をしたり、
できる事がどんどん増えて感心
しています。これからも瑠璃の
成長を見守らせてね。
� 壮生・麻理衣さ

んの子


